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Dream

ぼくの
わたしの夢

　今月の表紙は、「第６回白山野々市川北
消防訓練大会」での一コマです。火点の
前で半円を描くようにホースを投げてい
る選手を撮影しました。この動作、「余裕
ホースをとる」といい、放水時の安全確
保に寄与するものです。これ以外の動作
にも、一つ一つに意味があり、本大会の
奥深さを感じました。
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かがやく瞳

　子育て支援ひろば  あおぞらは、美郷保育園の園舎
内にあります。さまざまな年齢の子どもたちと保護者
が遊びに来て、家族以外の大人や子どもたちと出会っ
たり、家とは異なる環境で新しいものに触れたり、刺
激を受けながら親子でゆったりと過ごしています。あ
おぞらの部屋には、保育園の子どもたちも好きなおも
ちゃや絵本がたくさん用意してあり、子どもの興味や
発達に合わせて紹介しています。
　製作の日には、小さな子どもたちもクレヨンで描い
たりシールを貼ったりそれぞれができることを楽し
み、お母さんと一緒にかわいい作品を作っています。

「お父さんやきょうだいに見せようね」と嬉しそうに
持ち帰る姿もほほ笑ましいです。
　ベビーデーでは園の看護師が身体測定と育児相談を
行っています。毎月少しずつ成長する姿を他の利用者

と一緒に喜び、育児に対する思いを共感する場になっ
ています。
　発達に合わせ「にこにこ」「すくすく」と２クラス
を設けているベビーリトミックでは、親子で音とリズ
ムを楽しんでいます。音のイメージの動きを一緒に感
じたり、初めて見る楽器の音に聞き入ったり、時には
楽器に触れて音を感じたりすることもあります。保護
者の皆さんも、子どもたちの“初めて”を共有できる
嬉しさや子どもの反応に新鮮さを感じるようです。「家
での遊びも広がる」と毎月楽しみに通う親子もいます。
　人生の基盤となる大切な乳幼児期は、親が子どもの
一番近くで過ごせる貴重で短い時期です。子どもたち
が安心してのびのびと成長していけるよう、これから
も貴重な時間を共有し、保護者の子育てが楽しくなる
ように支援していきたいと思います。

親子の時間をゆっくりと
子育て支援ひろば  あおぞら

広告募集中
１　枠：5.6㎝×5.6㎝
掲 載 料 ：月額２万円（税込）
※６カ月連続掲載で10万円

（１カ月無料）
入稿方法：完成原稿
問い合わせ
市民協働課（☎227－6056）




